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 総社市難聴高齢者補聴器購入費助成事業実施要綱を次のとおり定める。 

 

  令和６年９月２７日 

 

                         総社市長 片 岡 聡 一 

 

総社市難聴高齢者補聴器購入費助成事業実施要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は，身体障害者手帳の交付対象とならない難聴高齢者に対して，補聴器購入費の一部

を助成することにより，経済的負担の軽減を図り，もって高齢者福祉の推進に寄与するために実施す

る，総社市難聴高齢者補聴器購入費助成事業に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（助成対象者） 

第２条 総社市難聴高齢者補聴器購入費助成金（以下「助成金」という。）の交付対象となる者（以下「助

成対象者」という。）は，次に掲げる要件の全てを満たす６５歳以上の者とする。 

(１) 市内に住所を有し，現に居住していること。 

(２) 一般社団法人日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会が提供する補聴器適合に関する診療情報提供書（以

下「診療情報提供書」という。）における両耳の聴力レベルが，平均して４０デシベル以上７０デシ

ベル未満であること。 

(３) 世帯に交付申請を行う日の属する年度分（当該年度分の市町村民税が確定していない場合は，前

年度分）の市町村民税が課されている者がいないこと。 

(４) 世帯に市税の滞納者がいないこと。 

（助成対象経費） 

第３条 助成対象経費は，補聴器の購入に係る費用（公益財団法人テクノエイド協会が認定する補聴器

販売店又は同法人が認定する認定補聴器技能者（以下「認定補聴器技能者」という。）が調整した補聴

器に限り，付属品及びフィッティングに要する費用を含む。）とする。 

（助成金の額等） 

第４条 助成金の額は，前条に規定する助成対象経費の全額とし，５万円を上限とする。 

２ 助成金の交付は，助成対象者１人につき１回限りとする。 

（交付申請） 

第５条 助成を受けようとする助成対象者（以下「申請者」という。）は，補聴器を購入する前に，助成

金交付申請書に次の各号に掲げる書類を添えて，市長に提出しなければならない。 

(１) 診療情報提供書の写し 

(２) 見積書 

(３) 認定補聴器技能者カードの写し（認定補聴器技能者が補聴器の調整を行う場合） 

(４) その他市長が必要と認める書類 

（交付決定等） 

第６条 市長は，前条の申請があったときは，その内容を審査し，助成金を交付すべきものと認めたと

きは，交付の決定を行い，助成金交付決定通知書により，申請者に通知するものとする。 

２ 市長は，前項の審査の結果，助成金を交付しないことを決定したときは，申請者に対し，その旨を

通知するものとする。 

（請求及び交付） 

第７条 前条第１項の規定により助成金の交付決定を受けた者（以下「交付決定者」という。）は，補聴

器の購入後，助成金請求書に領収書又は契約書等の請求額を証する書類の写しを添えて，市長に提出

しなければならない。 

２ 市長は，前項の請求書を受理したときは，内容を審査の上，助成金を交付するものとする。 

（交付決定の取消し） 

第８条 市長は，交付決定者が，次の各号のいずれかに該当するときは，助成金の交付決定を取り消す

ことができる。 

(１) 偽りその他不正の手段により助成金の交付を受けたとき。 

(２) この要綱に違反したとき。 



（助成金の返還） 

第９条 市長は，前条の規定により助成金の交付決定を取り消した場合において，既に助成金が交付さ

れているときは，期限を定めてその全部又は一部を返還させることができる。 

（その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか，必要な事項及び様式は，市長が別に定める。 

附 則 

この告示は，令和６年１０月１日から施行する。 


